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兼
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今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ

高齢者の人権 ～人生の大先輩として尊重し、
　世代を超えた交流を～

孤独にさせない地域へ
　核家族化が進み、家庭や地
域での人間的なかかわりが希
薄になっています。このよう
な環境が、孤独な高齢者の方
を生み出す一つの要因です。
　一人ひとりが持つ豊富な知
識や経験を共有できるよう
に、積極的なふれあいを持ち、
見守り、すべての方が豊かな
老後を送れるような地域づく
りを目指しましょう。

職場でも活躍の場を
　今後ますます高齢者の方が、
重要な社会の担い手として活
躍することが求められます。
　自らの尊厳を保ち、自らの
意思で働く。高齢者の方が長
年培った専門技術や能力をい
かし、自立した生活を送るた
めの支えや仕組みづくりを、
さらに進める必要があります。
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　今年も甘くておいしいハウスみかんの出
荷がスタートしました！太陽の光をいっぱ
いに浴びて実ったみかんは絶品です！
　一度食べたらまた食べたくなるハウスみ
かんをこの機会にどうぞお召し上がりくだ
さい。

『ハウスみかん出荷スタート！』
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